
能登半島地震から学ぶ

避難所運営の「実践知」
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民間まちづくり会社株式会社御祓川の二代目

（一社）能登復興ネットワーク事務局長

（一財）里山里海未来財団　専務理事

石川地域づくり協会　コーディネーター

金沢大学 非常勤講師

森 山 奈 美 　 プ ロ フ ィ ー ル

チーズが大好
きです！

ゴスペル歌っ
てます。

高校生
七尾のまちづくり

やりたい！
⇨横浜へ

都市計画
コンサルタント
まちづくりの

ファシリテーター

1999年
御祓川の立上げ

2007年能登半島地震
中間支援組織へ

　　　　　　　能登留学・能登スタイル

2024年能登半島地震
能登復興ネットワーク
里山里海未来財団

テーマ：市民とは何か？



なぜ、パターンランゲージをつくったか
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いざという時に、どう動けるかが「教育」の成果である1
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マニュアル通りにはいかない現場で、

リーダーたちは判断し続けていた

１．いい避難所とは？

２．過去の知見に支えられていた

現場の「判断の根拠」や「コツ」は、言葉にしないと、

その人の中で消えてしまう

次に災害に向き合う地域へ手渡すために、誰もが使える

「共通の言葉」として整理

七尾市内の５つの避難所

運営者へのヒアリング

矢田郷コミュニティセンター、旧石崎保育園、
田鶴浜体育館、小丸山小学校、みそぎ地区コミュニティセンター





避難者を「お客さん」にしない。

全員を「コミュニティの再建者」に。
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パターンランゲージの紹介2



津波のあと、高台に避難した集落の人々。

〇〇さんが「いない」ことが分かる。

お互いの顔と名前が分かる小さなコミュニティ

崩れた家の中での救助活動も、近所の人たちが

お互いの家を行き来していることから

間取りまで頭に入っていて、ピンポイントで救助

できたケースが多くあった。

あのばあちゃん

こっちの部屋におるはずや！



支援物資の配布情報、共同井戸、炊き出し情報

近所のお宅の困りごと、共同作業のお知らせ等

民生委員と町内のコミュニティが活性化！

生業の最大化

・シェフは料理を作り続ける

・経営者は決断をし続ける

・コーディネーターはつなぎ続ける

町内ＬＩＮＥが立ち上がる















地域の外とのつながり
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全国の中間支援組織との相互扶助3
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毎年、祭りに担ぎに来ている出身者、外部人材も

一緒に力を合わせるもの。その地域の人たちとの

信頼関係を築き、毎年くりかえし訪れることで、

準住民のような関係性になる。

その準住民が、ピンポイントで支援に入ることが

できるため、祭りを地域外の人たちと共に続ける

ことは「受援力」の向上につながる。

祭りは地域外のつながりも育む



平時のつながりが、何よりもの防災だった



さいごに
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小さな一歩から始めよう4



実は、もっともベーシックなのは

思いやりの心

たすけあい

ゆずりあい

はなしあい

試されたのは「自治力」だった

課題解決だけではない

つながりの力とは・・・



でか山は七尾の自然資源循環システムであり、経済システムであり、教育システム



ご清聴ありがとうございました
（C）私の森.jp 写真部
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